
古代おもてなし料理の復元・活用実行委員会

）

事業の進捗状況資料

古代おもてなし料理の復元・活用事業について

（１）共働のきっかけ・必要性

（２）事業目的

（３）事業目標

（４）事業内容

　福岡市には古代の我が国の玄関口として重要な役割を果たした我が国最初の迎賓

館である鴻臚館跡があり、発見当時、大きな話題となりました。しかし、鴻臚館跡展示

館の年間入館者数は、平成元年度の 11万人余から平成 30年度の 2万 9千人まで減

少しており、鴻臚館発見から 30年経った今、話題性、認知度が低下しています。

　そのため福岡市では「国史跡鴻臚館跡整備基本計画」を策定し，鴻臚館の時代の理

解につながる復元整備及び体験プログラムの提供を進め、集客や多様な交流を目指

していますが、実現には行政単独では限界があります。そのため地域，民間，NPOの

参画を得た新たな発想による事業を創出し、実行に移していくために、歴史や文化啓

発のワークショップの企画実践経験を有し、NPOと共働することにより地域，民間，

NPOの参画を得た新たな発想による事業を対等な関係で検討し、実現を目指してい

くこととしました。

　鴻臚館に訪れた賓客に振舞われたおもてなし料理を復元し，現代にアレンジした料理を創作，活用すること

で，鴻臚館への理解を深めるとともに，にぎわいの創出や多様な交流を促進することを目的にしています。

１．目指す事業成果

　古代おもてなし料理の調査・再現をもとに、誰

もが「活用したい」、「活用しやすい」事業展開を図

ることによって、アレンジメニューの創造や鴻臚

館イメージを活用（鴻臚館ブランド）する店舗等

の増加を目指します。さらに鴻臚館跡展示館への

来館者数が増加する（文化財価値の周知）ことを

目指します。

多くの見学者が押し寄せた
鴻臚館跡の発掘現場

２．成果指標（3年間）

１．総合体験プログラムの準備
（１）検討会

昨年度企画した総合体験プログラムに向け、

NPO および市とで検討会を行い、具体的な

内容を決定しました。
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氏名 所属 備考
NPO 岡 大輔 NPOデザイン都市・プロジェクト理事長 実行委員長

中村 翁團 茶人、専門学校非常勤講師
富松 由紀 フリーライター、料理コーディネーター
徳淵 卓 株式会社万代表取締役
白鶴 陸子 香司
高宮 由美子 NPO子ども文化コミュニティ代表理事
戸川 麻里子 NPOデザイン都市・プロジェクト理事 事務局
内山 直紀 NPOデザイン都市・プロジェクト
安東 克毅 NPOデザイン都市・プロジェクト

福岡市 長家 伸 史跡整備活用課 副実行委員長
中村 啓太郎 史跡整備活用課 事務局
吉田 大輔 史跡整備活用課
菅波 正人 埋蔵文化財課
杉山 未菜子 博物館
小野 勉 地域観光推進課
入戸野 太朗
万代 観光コンベンションビューロー
中村 里彩 観光コンベンションビューロー

調査研究会メンバー



（２） 実施計画　（9月 16日現在）
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Ⅰ　

Ⅱ　

Ⅲ　

Ⅰ

10:00 ～ 18:00（一般）

Ⅱ

18:00 ～ 20:00

5,000
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Ⅲ　

① ② 

5,000



（２） イベントツール （作成中）

（３） Webサイト （作成中）

4

VISUAL
□□□□□□□□□□□□□■□□□
□□■□□□□□□□□□■
□□□□□□□□□□□□□■□□□□□■□□□□□□□
□□■□□□□□□□□□□□□□■□□□□□■□□□□

Hospitality

お
も
て
な
し PHOTO

□□□□□□□□□□
□□□■□□□□□■
□□□□□□□□□■
□□□□□□□□□□
□□□■□□□□□■
□□□□□□□□□■
□□□□□□□□□□

□□□□□□□□
□□□□□■

VISUAL

お品書き

お
品
書
き

表1

□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
■
□
□
□

□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
■
□
□
□

□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
■
□
□
□

□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
■
□
□
□

□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
■
□
□
□

□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
■
□
□
□

□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
■
□
□
□

□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
■
□
□
□

由来書

古
の
美
食
は
現
代
で
も
グ
ル
メ
で
し
た
。

見開き 中面 表4

□□□□□□□□□□
□□□■□□□□□■
□□□□□□□□□■

□□□□□□□□□□□
□□■□□□□□■□□
□□□□□□□■□□□
□□□□□□□□□□■
□□□□□■□□□□□
□□□□■□□□□□□
□□□□□□□■□□□
□□■□□□□□□□□
□■

□□□□□□□□□□□□□■□□□□□■□□□□□□
□□□■
□□□□□□□□□□□□□■□□□□□■□□□□□□□□□■□□□□
□□□□□□□□□■□□□□□■□□□□□□□□□■

Hospitality

History
鴻臚館と宴

Gulmet

Diversity

お
も
て
な
し

美
食

多
様
性
と
尊
重
・
共
力

PHOTO

□□□□□□□□□□
□□□■□□□□□■
□□□□□□□□□■
□□□□□□□□□□
□□□■□□□□□■
□□□□□□□□□■
□□□□□□□□□□

□□□□□□□□
□□□□□■

PHOTO

□□□□□□□□□□
□□□■□□□□□■
□□□□□□□□□■
□□□□□□□□□□
□□□■□□□□□■
□□□□□□□□□■
□□□□□□□□□□

□□□□□□□□
□□□□□■

PHOTO

□□□□□□□□□□
□□□■□□□□□■
□□□□□□□□□■
□□□□□□□□□□
□□□■□□□□□■
□□□□□□□□□■
□□□□□□□□□□

□□□□□□□□
□□□□□■

PHOTO

PHOTO

PHOTO

www.kourokan.comInclusionディレクション：徳淵 卓 
株式会社 万ャ 代表取締役社長 一般社団法人 茶方會 理事・草司

VISUAL

VISUAL

© XXXXXXX All rights reserved.

□□□□□□□□□□□□□■□□□□□■□□□□□□□□□■□□□□□□□□□□□□□■
□□□□□■□□□□□□□□□■

古の美食は現代でもグルメでした。

お申し込み

イベントスケジュール

現代に蘇る美食世界

お申し込みイベントスケジュール鴻臚館遺響とは アクセス・お問い合わせ現代に蘇る美食世界
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TEL. 000-0000-0000
Email： xxx@xxxx.com

主催：古代おもてなし料理の復元・活用実行委員会

鴻臚館遺響とは 
鴻臚館と宴
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２．総合体験プログラムの実施
11月 27日（土）、11月 28日（日）に実施予定。

４．ワークショップの実施
参加者募集済みで、実施予定であった 5月 29日 (土 )の「お香づくり」、8月 25日（水）の「藍染め体験会

」はコロナウイルス蔓延防止等重点措置の発出中における福岡県の「特別警報」の影響で中止となった。

開催時期については現在、11月に開催する方向で検討中。

また、昨年度限定した参加の中で行った「蘇づくりワークショップ」及び「お香づくりワークショップ」に

ついては開催時期を含めて企画中。

３．アレンジメニューの検討
昨年度の調査研究を踏まえた「鴻臚館おもてなし料理」の

方向性及び再現をもとに、総合体験プログラムを実施する

11月（秋）にふさわしいアレンジメニュー、器、おもてなし

の所作の検討を行った。

（４） 映像 （作成予定）

ブランディング＆プロモーション用の映像（PV）を作成し、Webや SNSでの露出を効果的に行い

ます。 また、今年度のイベントを撮影し、After Reportとして SNSなどに展開、来年への期待感

を持たせます。 

５

告知PV

After Report



（５）NPOと市の役割分担

市は、教育機関や他都市関連団体とのネットワークを活かしながら学術的な観点からの文化財の価値や再現

に向けた資料収集を行い、NPOは、鴻臚館の魅力を活かした事業展開に興味のある民間団体や事業者などと

連携を図りながら、実現性の高い事業を検討しています。

ワークショップが中止になったことから、市民の声を聞く機会がなかった。

実行委員会内における緊急事態宣言発出中も、感染予防に配慮しながら検討会は個別、全体会を開催し、具体

的内容の検討を行ってきた。

（６）担当者の声・市民の声

鴻臚館ブランド（仮称）の事業展開・ハンドブックの作成

１年目、2年目の成果をもとに料理にとどまらない「装う」「食べる」「遊ぶ」「感じる」の「鴻臚館ブランド」とし

てまとめ、ブランドの主旨に賛同し、メニューを採用したり、新たなアレンジメニューを創作する店舗等の

ネットワークを構築する。合わせて市民が「活用したい」「活用しやすい」情報をまとめたパンフレットを作成

する。

・アレンジメニューを使った事業実施（３年次）

・パンフレット（鴻臚館ブランドコンセプトブック）の企画・作成

（７）令和４年度への展開

役割１　文化財の管理主体、調査主体として
の詳細な資料の収集や　大学等と
のネットワークを活かした調査依頼

役割２　実施にあたっての関係機関との日
程調整や会場の提供

役割３　市政だより等による幅広い層への
広報

役割１　市民目線、事業者目線からの実現性の高
い活用の提案

役割２　伝統文化や子ども、デザイン、アートの
専門性を活かした創造性の高いワーク
ショップ企画や情報発信

役割３　独自の補助金や助成金など、民間が活用
する際の支援メニューの調査

福岡市 NPOデザイン都市・
プロジェクト

民間事業者・専門家文化活動団体教育研究機関 市民・関連団体

〇NPOこども文化コミュニティ
〇寧静社

〇太宰府市

〇奈良女子大学
〇中村学園大学
〇鴻臚館跡指導委員会

〇徳淵　卓（飲食店経営者）
〇富松由紀（料理コーディネーター、ライター）
〇白鶴陸子（香司）
〇中村翁團（茶道教授、儀礼学）
〇高宮由美子（文化事業プロデューサー）

学術的裏付け
[役割 ] [ 役割 ] [ 役割 ][ 役割 ]

事業への参加、古代
食の再現ノウハウの
習得、事業連携

市民参加ワークショップ
参加呼びかけ、実施支援

創造的メニューの開発、民間展開
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